「介護福祉士養成課程における技術修得度評価等の基準策定」における活用と課題 : 本学学生に試行実施した結果から by 大崎 千秋 & Chiaki Osaki








































































































































































































































































































































































































































































































































































































た。内訳は社会人学生 4 名（内ヘルパー 2 級取
得者 2 名、介護士経験者 2 名）を含む平成22年度
本学保育科卒業生21名の合計25名実施した。
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*Nagoya Ryujo Junior College
Standard development such as technical acquirement
degree evaluation lists in the care worker training course
Osaki, Chiaki*
　介護福祉士が誕生して25年が経った。2011年に介護福祉士養成課程におけるカリ
キュラム変更があったが、介護技術等の内容・レベルについて共通な基準は設けられ
ておらず、各養成校や職能団体等が独自の評価表を用いて介護技術等を評価している
のが現状であった。そこで、介護福祉士養成課程終了時に習得しておくべき介護技術
等の評価基準を策定する目的で「介護福祉士養成課程における技術取得度評価等の基
準策定に関する検討会」は設置され、その中で出された評価基準を活用することで全
国、どこの介護福祉士養成校で学んでも同水準の技術を取得した介護福祉士を社会に
送り出すことが期待されることになった。本研究は、その基準策定で出された評価表
を基に本学学生に試行事業を行い、その活用と課題を考えてみた。その結果、この介
護福祉士養成課程技術取得評価等の基準策定の目的にもあるように、介護福祉士養成
課程において、修了時に取得しておくべき介護技術等の評価基準を策定するものであ
るが、学生ばかりではなく教育内容を検討すること十分活用が出来るものである。
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